　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  協議会・様式第２－１号　
（年号）　　　　年　　月　　日　

△△△市（町村）長　様
名　　　　称　
住　　　　所

代表者の氏名　　　　　　　　　　　

自家用有償旅客運送に係る旅客から収受する対価に関する申請書
　自家用有償旅客運送に係る旅客から収受する対価について、下記のとおり設定しましたので、貴市町村の主宰する福祉有償運送に係る運営協議会に諮っていただきますようお願いいたします。
記

１　距離制（旅客の乗車した地点から降車した地点までの走行距離に応じて対価を設定する方法）
　⑴　運送の対価（運送サービスの利用に対する対価）
　　・　初乗り：　　㎞まで　　　　　　　　　　　　　円

　　・　加算　：以後　　㎞あたり　　　　　　　　　　円

　　
	乗車距離
	法人名　　　　　　
	ﾀｸｼｰ料金の2分の1
	ﾀｸｼｰ料金

	2kmまで
	　　　　　　　　円
	円
	円

	3km
	　　　　　　　　円
	円
	円

	5km
	　　　　　　　　円
	円
	円

	10km
	　　　　　　　　円
	円
	円


　⑵　運送の対価以外の対価

　　・　迎車回送料金：　　　　　　　　　円

　　・　待機料金　　：　　　　　　　　　円

　　・　その他の料金：　　　　　　　　　円（料金種別　　　　　　　　　）
　　　　（注）その他の料金は、介助料（乗降介助に関する部分に限る。）、添乗料（運送にあたって添乗員を付き添わせた場合の料金）、ストレッチャー使用料、車いす使用料等をいう。
２　時間制（旅客の指定した場所に到着した時から旅客の運送を終了するまでに要した時間により対価を設定する方法）

　⑴　運送の対価（運送サービスの利用に対する対価）

　　・　初乗り：　　分以内　　　　　　　　　　　　　円

　　・　加算　：以後　　分あたり　　　　　　　　　　円
　　
	乗車時間
	法人名　　　　　　
	ﾀｸｼｰ料金の2分の1
	ﾀｸｼｰ料金

	30分以内
	　　　　　　　　円
	円
	円

	1時間
	　　　　　　　　円
	円
	円

	2時間
	　　　　　　　　円
	円
	円

	3時間
	　　　　　　　　円
	円
	円


　⑵　運送の対価以外の対価

　　・　迎車回送料金：　　　　　　　　　円

　　・　待機料金　　：　　　　　　　　　円

　　・　その他の料金：　　　　　　　　　円（料金種別　　　　　　　　　）

　　　　（注）その他の料金は、介助料（乗降介助に関する部分に限る。）、添乗料（運送にあたって添乗員を付き添わせた場合の料金）、ストレッチャー使用料、車いす使用料等をいう。

３　定額制（１回の利用ごとの対価の額又は予め利用者の利用区間ごとの対価の額を設定する方法）

　⑴　運送の対価（運送サービスの利用に対する対価）
　　・　運送１回あたり：　　　　　　　　　円
　　・　利用区間ごとの対価の設定

	利用区間
	法人名　　　　　　
	時間
	距離

	
	円
	分
	㎞

	
	円
	分
	㎞

	
	円
	分
	㎞


　　　　（注）「時間」欄には、当該区間に係る平均運送時間を記入します。
　⑵　運送の対価以外の対価

　　・　迎車回送料金：　　　　　　　　　円

　　・　待機料金　　：　　　　　　　　　円

　　・　その他の料金：　　　　　　　　　円（料金種別　　　　　　　　　）

　　　　（注）その他の料金は、介助料（乗降介助に関する部分に限る。）、添乗料（運送にあたって添乗員を付き添わせた場合の料金）、ストレッチャー使用料、車いす使用料等をいう。

４　複数乗車（透析患者の透析のための輸送等について、１回の運行で複数の者の運送を行う方法）
　⑴　運送の対価（運送サービスの利用に対する対価）

・　旅客１人ずつから収受する対価　　　　：　　　　　　　　　円
　　・　運送サービスに使用する車両の乗車定員：　　　　　　　　　人
　　・　運送する人数　　　　　　　　　　　　：　　　　　　　　　人

　⑵　運送の対価以外の対価

　　・　迎車回送料金：　　　　　　　　　円

　　・　待機料金　　：　　　　　　　　　円

　　・　その他の料金：　　　　　　　　　円（料金種別　　　　　　　　　）

　　　　（注）その他の料金は、介助料（乗降介助に関する部分に限る。）、添乗料（運送にあたって添乗員を付き添わせた場合の料金）、ストレッチャー使用料、車いす使用料等をいう。

５　その他

当該申請書の他に、旅客から収受する対価の設定の基礎となる資料を提出すること。

【参考事項】　旅客から収受する対価の設定基準

　①　運送の対価

　　・　運送の対価は、地域におけるタクシーの上限運賃（ハイヤー運賃を除く。）の概ね２分の１の範囲内であること。

　　・　均一性など定額制による運送の対価は、近距離利用者の負担が過重となるなど、利用者間の公平を失するような対価の設定となっていないと認められること。

　　・　距離制及び時間制の双方を定めることは差し支えないが、それぞれの適用方法について明確に基準が設けられており、運送を利用しようとする際に予め旅客に対して適用する対価の説明がなされること。

　　・　複数乗車の対価を定めることができる場合を除き、旅客数に応じた運送の対価を収受することはできないものであること。
　　・　複数乗車の対価を定める場合には、旅客１人ずつから収受する対価が明確に定められており、かつ、当該自動車の乗車定員を最大限利用した場合における対価の総額が、同一距離又は時間を運行した場合におけるタクシー運賃の額と比較して概ね２分の１の範囲内にあると認められるか、又は平均乗車人員が算出できる場合には、平均乗車人員で運行した場合の対価の総額が同一距離又は時間を運行した場合におけるタクシー運賃の額と比較して概ね２分の１の範囲内にあると認められること。
　②　運送の対価以外の対価

　　・　運送の対価以外の対価は、実費の範囲内であること。

